












研究の目的

　従来母子保健の分野では,制度あるいは構成組織図と同義にシステムという

語が用いられてきており,母子保健や母子医療をもっとも有効に能率よく運営

する方式としてのシステムを検討してゆく努力は必ずしも十分ではなかった。

近年オペレーションズリサーチの概念が保健の分野にもとり入れられるように

なり,PPBS や Cost effectiveness ないし Cost benefit という考え方も導入さ

れてきている。

　本研究は母子保健・母子医療の今後のあり方,方向を,現在の実態の分析をふ

まえた上で検討し,もっとも望ましくかつ実現性のある管理方式を追求し,今後

あるべきシステムを設定することを目的とした。


